
 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 第一中学校 

校長名 國川 康俊 電話番号 0848－62－3211 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 生徒が「納得する」授業の創造 

～探究心を育て主体的な学びを促す指導をとおして～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daiichi/ 

研究内容  

（１）基礎学力の向上 

  ○「一中ブロック～小・中～学びの合言葉」の徹底 

   ・姿勢 … 背筋を伸ばして腰掛けよう 

・聴く … 話をしっかり聴こう 

・話す … 相手にわかりやすく伝えよう 

・読む … 音読－文章の内容や表現をよく理解し伝えよう 

・書く … 授業ノートや自主学習ノートは，わかりやすく 

まとめよう 

  ○家庭学習の充実 

  ○復習教材による学習や補充指導の充実 

 

（２）授業改善の推進 

  ○年間一人一回以上の研究授業 

○「基礎・基本」定着状況調査，全国学力・学習状況調査，標準

学力調査等の結果を受けた校内研修の充実と，課題分析による

主体的な学びを促す指導法の研究 

 

備考 
 

 

 

レ 

レ 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 第二中学校 

校長名 岡田 康浩 電話番号 0848－62－3212 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 基礎的な知識・技能の習得と思考力・表現力の育成 

～生徒指導の三機能を生かし，言語活動（「書く」活動）を工夫した授業づくりを通して～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daini/ 

研究内容 (1) 積極的な生徒指導の推進（中学校生徒指導実践指定校） 

 ・新四訓「時間をまもる」「整理整頓」「挨拶」「身なりを整える」 

の徹底 

 ・生徒会活動の推進を通して「自己存在感」の育成 

(2) 自ら学び，助け合って伸びる生徒の育成 

 ・生徒につけたい資質・能力（忍耐力・コミュニケーション能力・ 

  協調性・主体性」 

 ・ボランティア活動への積極的参加 

 ・地域の一員としての教育（防災教育）の推進 

(3) 「書く」活動を取り入れた授業改善を通して学力の向上 

 ・効果的なノート指導による授業づくり 

 ・授業の振り返りの充実による授業改善 

 ・「書く」活動の定着と表現力・思考力の育成 

備考  

 

レ 

レ 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 第三中中学校 

校長名 日名貞 秋典 電話番号 0848－62－3213 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 「コンピテンシーの育成をめざした学びの創造」  

～ピア・サポートを活用した授業の工夫を通して～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daisan/ 

 

研究内容  平成２８・２９年度「学びの変革」実践指定校 

 平成２８年度三原市 NCC 事業（市町の挑戦支援加配事業） 

 

(1) 学びの活性化 

 ・授業を活性化するための「主体的な学びにつながる教育活動」

の実施 

 ・授業力の向上 

(2) 親和性の高い集団づくり 

 

備考  

 

レ レ 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daisan/


 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 第四中学校 

校長名 岡野 和史 電話番号 0848－69－2594 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 基礎的な知識・技能の習得と人間関係力の育成 

～学び合いを通して，生徒指導の三機能を生かす授業づくり～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daiyon/ 

研究内容 (1) 学び合いの授業づくり 

 ・授業の中に必然性のある学び合いの活動を取入れる 

 ・全員で課題を達成する 

 ・生徒指導の三機能を活かす 

(2) アンガーマネージメントを活用した生徒理解と対応 

 ・ＫＪＱ調査の実施とその結果分析による生徒対応 

 ・アンガーマネージメントのプログラム授業 

 ・自己肯定感を高める学校行事づくり 

(3) 確かな学力の育成 

 ・５教科５分間ドリルを２～３回実施 

 ・セミナーを活用した学力補充 

 ・自主学習への支援と個別指導 

 ・「天風録」の書写による「書く」活動の定着と表現力・思考力の

育成 

備考  

 

レ 

レ 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 第五中学校 

校長名 大畑文信 電話番号 0848－66－0215 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 自信と意欲を高める学力向上の取組 

 ～授業づくり・学習サポート・学級づくりの改善を通して 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-daigo/ 

研究内容 （１）授業での共通事項 

・本時の目標（めあて）の提示と「まとめ」「振り返り」の時間

の設定 

  ・自分の考えを書く活動，交流する活動 

    ・「傾聴」を意識した聞かせる指導 

（２）家庭学習の充実 

・日々の課題の「見える化」 課題を教室に提示 

  ・定期試験に向けての「見える化」 

    ２週間前に「提出物確認表」の配布→毎日実施状況を確認→

不提出ゼロをめざす。 

（３）「表現力」の向上 

  ・生活記録「タイムくん」の日記指導 

    毎日５行以上書く→教師のコメントを書く 

    事実と気持ち（意見）を必ず書く 

（４）一人一指導案一研究授業 

  ・全員での研修   

  ・学年での研修 

  ・教科研修(指定研修) 

  ・特別支援学級研修 

   

備考  

 

レ 

 



  【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 幸崎中学校 

校長名 酒井 和子 電話番号 0848－69－0004 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 考える力を伸ばすための思考スキル習得の工夫（習得期） 

～シンキングツールの活用を通して～ 

当該ページ

のアドレス 

www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-saizaki/ 

研究内容 【目指す成果】 

「思考スキル」を習得するために，それに対応付けたシンキング 

ツールを用いて授業をデザインすることにより，生徒の思考力を高

める。 

【研究概要】 

  本校では，「思考スキル」を「考えるための方法，思考するため

の技術」とおさえている。「思考」というあいまいな概念を「思考

スキル」という具体的なものにハイライトし，それを目標として設

定することは，思考力を育成する上では重要である。授業では「○

○○を考えよう」という課題を提示することが多いが，「考える」

とはどういうことなのか，何ができたら「考えた」ことになるのか

が明示されることは少ない。思考スキルに焦点をあてることは，基

礎的・基本的な知識・技能を活用する学習活動を充実させるととも

に，思考力の到達度や評価規準を明確にする上では欠かせないもの

だととらえた。 

  なお，授業をデザインする際には，思考の流れを可視化・具体化

させるためのシンキングツールの活用を位置付けることで，発達段

階や場面に応じた思考スキルの育成を図っていく。 

 

備考  

 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 宮浦中学校 

校長名 西田光也 電話番号 0848-64-1591 

分野・領域 □人材育成 ☑学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ☑教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 コンピテンシーの育成をめざした学びの創造 

～コミュニケーションを活用した授業の工夫を通して～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-miyaura/ 

 

研究内容 広島県教育委員会から，「『学びの変革』パイロット校事業」の指定を

受け次の研究を進めています。 

 ○「課題発見・解決学習」の単元開発 

 ○本校が育成したい「資質・能力」の評価方法の研究及び評価規準 

の作成 

 

 

 

 

備考  

 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-miyaura/


 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 本郷中学校 

校長名 原 克幸 電話番号 0848－86－2030 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 自他を尊重し，よりよく生きようとする生徒の育成 

～自分・他者・地域とのつながりを意識した道徳的実践を通して～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-hongo/ 

研究内容 (1) 本郷スタイルの徹底 

 ・生活三訓の徹底 

 ・自治活動の推進 

 ・自己存在感の育成 

(2) 道徳教育を要とした学習指導・生徒指導 

 ・ねらいにせまる中心発問の設定 

 ・道徳的価値の自覚を深める討議の場の工夫 

(3) 「書く」活動を取り入れた授業改善 

 ・本 GO ノートの有効的活用 

 ・効果的なノート指導による授業づくり 

 ・授業の振り返りの充実による授業改善 

 ・「天風録」の書写による「書く」活動の定着と表現力・思考力の

育成 

備考  

 

レ 

レ 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 久井中学校 

校長名 五百川 勝 電話番号 0847－32－6019 

分野・領域 □人材育成 □学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 思考力・判断力・表現力を高める授業の創造 

～特別支援教育の視点をいかした指導方法の工夫～ 

当該ページ

のアドレス 

http://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/jh-kui/ 

研究内容 小学校と連携し小中学校教職員が協同して 9 年間で児童生徒を育

成する」理念のもと，【施設一体型小中連携教育校】として次の研

究を進めています。 

 

(1) 授業改善 

主体的な学びをめざした授業改善 

ア 久井中モデル 

課題設定，個人思考，集団思考，全体思考，振返り 

   イ ユニバーサル・デザインの視点 

     視覚化，パターン化，作業化，学習環境整備 

 

(2)思考力・判断力・表現力の育成 

   ア 新聞を取り入れた教育活動の充実 

     （社会の事象に興味を持たせ，自己の意見を持たせる。） 

   イ 理科教育の充実 

     小学校 3 年～6 年の理科を，中学校理科教師が TT で 

     指導する。 

      （小学校 3 年～中学校 3 年までの 7 年間の理科教育 

        を系統的に指導する。） 

 

備考  

 

レ 

レ 



 

   【様式１】平成２８年度 県中校長会 Web ページ版教育便覧 

市町名 三原市 学校名 大和中学校 

校長名 岡野 哲朗 電話番号 0847-34-1111 

分野・領域 □人材育成 ■学力・学習意欲 ■生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 □教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（      ） 

研究主題 自分と地域に誇りを持ち，自他の良さを認め合う生徒の育成 

当該ページ

のアドレス 

http://www.mihara.ed.jp/~daiwa-jh/ 

研究内容 少子高齢化の波と地域住民の閉鎖性，さらには地域産業の停滞

により，生徒は自分の育っている地域への誇りを十分に持ててい

ない状況にある。また，競い合い自己を磨いていくという意欲的

な姿勢に乏しく，そのため自己表現力が十分に身についていない

状況があった。 

平成２５年度から文部科学省の指定を受け，人権教育研究に取

り組み，学級において「バースデーカード」等に取り組んだ結果，

親和性の高い生徒集団と高まった。 

その成果は，平成２７年度広島県人権教育研究大会の会場校と

して，県内に情報発信した。 

本年度は親和性の高い生徒集団を活用したペア・グループ学習

を充実させるため，教師の「発問・つなぎ」を研ぎ澄ますことに

焦点化した研究実践を進める。 

公開研究会は行わず，校内研修の充実を進める。１１月１０日に道

徳地域公開を行い，講演会（加藤明）を予定している。 

備考  

 

 


